
統播文の位置と文聞の関繰の強さ

馬場　俊臣

1。．はじめに

　「続揺文の位置」による文童繕造は，主題の位置による文章構造の分類である「頭播

式・尾播式・双括式」などと呼ぱれることもある。本穏では，このような文童構造の分類

を，一永野（1986）に従い，r綾括（文）」の位置の違いによる文章構造の福違と捉え，以下、

永野の呼称に従い，「冒頭続揺・末尾綾括・中間綾播唱顧末尾続播・零記号綾播」（p．316）

と呼ぶことにする。

　永野・市川（玉9フ9）では，「統播」を，次のように説明している。

　　　「続播」とは，なんらかの慧味で，文童の内容を支翻し，または，文童の内容に

　　関与すること1によって，文章全体をくくりまとめる機寵を言う。

このような「統播」機能を担う文（本稿では，「文」に限定して考えていく一注1】・）が存在す

ること，そして，それが文董中のどの位置に置かれるかは，文童の構造分析のため怒けで

なく，広く実践的な文童の議解や表観においても重要であることはいう豪でもなかろう。

　これ裏で，この「綾括」の閥題は，どのような表現内容の時に「統括」機能があると

考えるか，あるいは，どのような特鐵を持っ言謡形式の場合に「統播」機寵があると認

められるかなどと1いう観点からの考察が主になされてきた（市川1978，永緊1986，佐

久間1987など）。

　本稿では，この「綾播」の閲題を，「文と文との緒び付きの強さ」豪た「文童全偉の

豪とまりの強き」という文章構造における文聞相互の関係付けの強さ1注21の鰯面から敢

り上げ，調査の結果に基づき，特に次の二点に関して考察していく。

　（A）まず第一点は，ある文童が言語使用者に議まれ，その内容が議み手の中で，ある

整合性のあるまと豪り（テクスト世界1注31）へと構造化される騎に，その文章申で意昧

上形態上の特異僅がある「統播」機能を持っ文（以下「統播文」）が他の文すなわちそ

の「統括」鶴能を受ける文（以下「被統播文」）に比べ，文間相互の関係付げの強さの

上でも何等かの特別な振舞いをするか，っまり擾位牲を持っかという点である。ここで
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「何等かの特別な掻舞い」「優位性」という表現を用いたが，本穂では，これを上述の

ように文閥相互の関係付けの強さの観点から，銃播文が，その接綾揺文と褐対的に強い

結ぴ付きを持っかどうかという点で捉えていくことにする。したがって，この考察のた

めに行う調査は，文章中の文と文との繕び付きの強さを判断課定してもらう調査（以下

「結び付き調査」）である。さらに，この繕ぴ付きの強さから見た各文童構造に関する

いくっかの潜徴を指摘していく。

　（B）第二点は，文童中における統播文の位置の違いと文童全体の「まと豪り」の強き

との関係である。文章の謡魎の一っとして「よくまと薮っている」等の表現がなされる

が，文童全体の『まとまり」という概念は，あいまいな綴念である。ここでぽ，一癒，

文章申のすべての文相互の間に存在する「綾一牲」の強さとして捉えておく。ただし，

「豪と1豪り」の強さの倒断は，実際には，後遠の調査の被調査者の直観的判断に墓づい

ている。さて，「綾播」機能が文童の「綾一健」に関わる機能であるなら一ぱ，その「統

括」機能を持っ綾播文の文童中における位置の違いが，この「綾一牲」の強さ（裏とま

りの強さ）に影響を及ぽすことが予想されるが，この点を薩かめるのが，第二点の目的

である。この考察のために行う調査は，文章全俸の豪と豪りの強きを直接判断課定して

もらう調葦（以下「まとまり謁査j）である。

　以下，2章で上記（A）の間題，3葦で上記（B）の間題をそれぞれ考察していく。

2。続掻文の位置と文闘の繕び付きの強き

　2．1．「結び付き調査」の方法

　ユ．で述べた（A）の分析のために，以下のような調査を行った。この調査は，馬場（19

86b）のr文の相亙関連度」調査の方法と1同じものである。

　調査の孚頗は，豪ず，稜調査者瞳遷1に犠定の文童を調査用紙に記して援示し，その文

章申のすべての文を二文ずっ対にして示した「二文の対」のそれぞ机に対して，「結び

付きの強さの穣度」を，七段階の尺度の上に評定してもらうというものである。この調

査用紙の一部を《付録1》に載せておく。裳た，調査分析に周いた文章鰯は，統播文の

位置の違いによる「冒頭統播。末尾綾播沖聞綾播唱頭末尾統播・零記号綾播」の5種の

文童構造を持っもので，それぞれの文童構造にっいて，．2種（「零記号統括」は時閥的麗列
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方式・空闘的麗列方式のものを各2種）の異なった内容の文章鰯を作った（この2種を以下

「冒頭A。冒頭B」のように呼んで区別する）。これらの文章鰯はいずれも短い4文構成

の文章鰯であるが，これは，実際の文童の最小隈のモデルと1して考えようとしたためで

ある。これらの文章鰯の一部を。《付録2》に載せておく。

　こ．の調査の結果は，欽の方法で分析した。文章鰯ごと・被験者ごとに，文の繕び付き

の関係を示した図（以下「構造再畷図」）を摘く1注51。この図は，評定健に基づき，高い

詳定健となった文同土を願たっなげていって，どの文と＝どの文とが強く緒ぴ付きあいな

がら，最終的にすべての文が繕びっくかを示したものである。こうした図を被験者ごと

にっくり，同一の型の図で人数が福対的に多いものを考察の対象として取り上げる。

　2．2。分析結果一各文章鯛の構遣再魂図と綾播文の擾位牲

　次頁の〈図1〉～〈図12〉は，各文童綴の評定種から再現した構造再現図のうち，福

対的に人数の多いものである。この〈図1〉～〈図12〉の構造再魏図に現れた，綾括文

と被綾播文との閥の緒び付きの強きの特鐵から，綾播文の優位牲というものを見ていく。

　薮ず，冒頭綾括のr冒頭A」では，綾播文①（以下①～④は文番号を表す）が，被統

播文②③④のそれぞれと直接に強い結び付きの強きでっながっている［注61ア型が多く

なった・「冒頭B」にっいても同じである。

　末尾綾揺の「末尾A」では，被統括文①②③の3文が相互に強く結び付き，さらに，綾

播文④が①②③の3文のそれぞれとやや弱い結び付きの強さでっながっているア型があ

る。その一方，①②③の3文が，それぞれヨ綾播文④と直接強い繕ぴ付きの強さでっな

がるイ型も現れている。「末尾B」も，「末尾A」と同様に，同じア型・イ型が現れてい

る。ただし，「末尾B」では，①の文から頗凍後麓する文に対して繕び付くウ型もある

が，この型はr末尾A」では1人しかいないので，末尾綾播の代表的な構造再現図とし

ては取り上げないことにする。

　申聞綾播の「中聞A」では，綾揺文③が，撞綾播文①②④の3文とそれぞれ直接強い

緒び付きの強さでっながるア型が代表的であると考えられる④豪た，「中間B」でも，「申

聞A」の場合と同じア型（この場合は②の文が統播文）が代表的である。

　冒頭末尾綾播の「冒頭末尾A」では，綾揺文①④の2文がそれぞれ，被統橋文②③と

直接緒び付くア璽が多い。ただし，この「冒頭末尾A」では，①対②③の緒び付きの強

さの方が，②③対④の緒び付きの強きよりも福対的に強くなっている。「冒頭末尾B」
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〈図1〉 「冒頭A」の構造再環図

12人
　4

鷲纂竈貯々鰯々の図・

〈図孝〉 「冒頭B」の構造再現図

10人
　4

4人

　4

＆ξ

鱗萎鶉雛雛掘二

〈図3〉 「末尾A」の構造再環図

8人

4

残り4名は各々別々の図。

　　〈図4〉　「末尾B」の構造蒋魏図

　　　　　　　　　　　　　　　婁、璽

　　　　　　　　　　　　　　　婁系　　　　　　　　　　　　　　　　　拙　　　　3・菖
　　　　　　　　　　　　　　2　　　3

他は，2名での共通が1種。残り4名は各々螂々の図。

　　〈図5〉　r申聞A」の構造再現図

　4人
　4

尋3

10人
　4

蟹．1

他は，2名での共通が2種。残り12名は各々別々の図。

　　〈図6〉　「中閥B」の構造再現図
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4
　2人
　4

ふ5

残り17名は各々瑚々の図。

一28一



〈図7〉 「冒頭末尾A」の構遺再魏図

　　　　　。ラ④
　　　　　　’　　　　　’3．蕃

他は2名での芙通が4種。
残り13名は各々別々の図。

鱗萎躯薯舗鵜翫

〈図9〉 「時閥A」の構造再現図

鱗萎鞭寒舗鵜醤1

〈図10〉 「時閥B」の構造再現図

残り5名は各々脳々の図。

〈図11〉 「空聞A」の構造再現図

残り4名は各々別々の図。

〈図12〉 「空聞B」の構遺再現図

他は2名での共遜が1種（①一②一③一④の型）。残り3名は各々測々の図。
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では，「慶頭末尾A」のア型と同じイ塑が出てきているが，この型となったのは3名で，

ア型の方が人数が多い。ア璽は，綾揺文①④の2文がそ机ぞれ，穣統播文②③と1直接に，

同じ強きの強い結び付きの強きでっながづている型である。以上のことから，冒頭末尾

鏡播の代表的な構遼再麗図ほ，「冒頭末尾A．B」のア型であると考えることにする。

　零記号綾播であるr時閲A」r時聞B』では曾4っの文が福互にそれぞれ属じ緒び付

きの強きでっながっているア型が代表的である軸ただしヨ①の文から顔凍後綾する文に対

しやや強い緒び付きの強きでっながっていくイ型にも注意しておく必要があろう。「空

間A」「空閥B　jでは，4っの文が禰互にそれぞれ同じ緒び付慧の強きでつながってい

るア型を代表的な型と見てよいであろう。

　さて，以上，綾播文の位置別にその犠顧を昆てきたが。ここで，繕び付きの強さの観

意から見た綾播文の優位性に関して豪とめると，次のようになろう・

　　（1）綾播文と穣綾播文との緒び伐きの強さは五相録的に高い健（墨前後ないしはそれ

　　以上）となり，構造再環図ではこの爾者がまず第一にっながる場合が多かった（「末

　　尾A．B」のア型は騒く。後逮）。

　　（2）一方宣綾揺。穣綾播の関係にない文同士の繕ぴ付警の強さは，福対的に，上記（1）

　　の場合比べ1やや弱い櫨と蓉っていた（こういう文同士のっながりは・ここでの文

　　童鰯の場合，並列の関係でっながっているものである）冊

このように舌「文と文との繕ぴ付きの強さ」という観点からみた場合，幾播文はその他

の文た比べ，特綴鉤な緒ぴ付警方をしていると考えられる。すなわち司鏡播文は穣綾播

文に対し，慧味上形態上の轡異笹があるというこれ嚢での見方に加えて，（意暁上形態

」二の特異牲ゆえに）文福互の緒び伐きの強さという点でもヨ独自の飽位を占め，優位牲

があるということをここで醸かめえたのではなかろうか。

　2．3。文童構遺馳の特鐵

　次に，鴛られた鶴蓬再麗図から指鐘できる各文章構蓬の籍徴について冤ていく。

　2．3與1。冒頭麓播

　冒頭綾播の文章鯛の鵜造輯環図の代表駒な型は，〈図1〉〈図2〉のア型と考えた。

　この冒頭綾播の文章鰯の構蓬を，永野〈1986）の「文の連接関係」に基づいて図示す

ると，次頁のく図13〉〈図1遷〉のようになろう。

①の文が「展麗型」ないしは「同樒型』で，②③④の3文に「穣石型』の形で遵接し，
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〈図王3〉冒頭A

②十③十④

〈図1選〉冒頭B

きらに，②と③の文，嚢た，③と④の文がそれぞれ「累カ蘭型jで遵接すると分析できる藺

　構造再現図では，②と③と④の文の閥のっながりは示きれていないが里これは，構造

再現図の作り方の閲題で，もし，弱い緒び付きのものも加えて図示するならぱ，②③④

の3文がそれぞれ相互に弱い緒び付巻の強さでっながることになる瞳η。

　譲1査から得られた構遺再現図と，文の連接関係を纂にした構造の図示との閥には，綴

かい点で違いがあるが宙この違いから，次の2点が指摘で慧る曲

　豪ずヨ文の連接関係では，①と②③④と1の「展麗襲」（「同格塑」）と官②③および③

④との「累施型」とは，どちらの方が強い繕び付きになるのかという点に関して，簡も

表示きれていない①しかし，構造蒋現図では里r展麗型」（r同樒型」）の方が宙r累施

型」よりも相対的に強い緒び付きの強さになっていた。すなわち害調査で周いたような

冒頭綾揺の文童綴では，①の文が残りの3文とr展麗型」（「同樒塑」）で強くつながり，

②③④の3文が（「累加型」で）やや弱い繕び付きの強さでっながりを持っというような福

対的な緒ぴ付きの強さを示すことがで慧る1注81。

　豪た雪遵接関係の園示では雪②の文と④の文とのっながりは，直接酌には，溺示され

ていないが，緒び付きの強さの観点からすると，②③裏た③④と1同じ強きで②④がつな

がることが多かった〔注η。このことは，この調査の主な要因となる「テクスト世界」で

の構遺を考えた場合，②の文と④の文との閲も「累カ鰹」という関僥が成り立っている

ことを示嬢している。醸かに，「表層テクスト」レベルの文の観列騒序に従えぱ，②と

③，そして，③と④という纏条的なっながりとなるのであるが，rテクスト世界」のレベ

ルで考えるならぽ，②と③，叢た，③と＝④，さらに主②と④の3っの組合せを「累加型」

として押さえる必要があることを，繕造再現図は示唆していると恩われる。

　なお，以上と同様の指摘は健の文章構造の場合にもそれぞれ考えられるであろう④

2．3．2。末尾綾播と冒頭末尾綾揺

末尾綾播を，冒頭綾揺と比較した場合，単翻1に考えるならぱ包統播文の位置が宙文章
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の末尾にあるか冒頭にあるかの違いだけのように恩わ机る。調査緒果からの構遺再現図

では，単にこの違いだけでは説鯛できない違いが現れた。すなわち，「冒頭A・B」の

ア型と「末尾A・B」のイ型とは，正に，綾播文の位置が正反対の図であったが，「末

尾A・B」のア型は，冒頭綾括と対応さ植ることは出来ない。ここでは，まず，このア

型にっいて考えていくことにする。

　「末尾A」「末尾B」の構造再現図のア型の結び付きの強さの平均健を見ると，①②

③の文相互の緒ぴ付きの強さは，「末尾A」では3．6，「末尾B」では雀．8（5．8）で，

強い結び付きの強さとなっている。それに対して，①④，②④，③④の結ぴ付きの強さ

は，「末尾A」では1．6，「末尾B』では2．6で，弱い結び付きの強さとなっている曲

ここで挙げた平均憧は，あく豪でも相対的な憧である吻㍉④の文がこれ豪で見てきたよ

うな統播鶴能を詩っと解釈するには，低すぎる健であるように愚われる。これは筥どの

ように考えたらよいのであろうか。

　裏ず，「末尾A」「末尾B」のような「末尾綾播」の場合には，二通りの構造に解釈

しうる可能性があると考えられないであろうか。そして，その二通りの構造のうちの，

一っ（鶴造再現図のイ型の場合）は官（結ぴ付きの強さの点から）蜴醸に末尾の文が幾播

鍵能を果していると考えてよいであろう。それに対し，もう一っの構造（ア型の場合）

はどうであろうかΦ末尾の④の文がヨ直前の③の文だげでなく，①②③の3文のそれぞ

れと，相対的に弱い繕ぴ付きの強さながらも雪っながっていること1を考えると，やはり王

この⑳の文は，①②③の文を言わぱ「弱く」幾播していると考えてもよいのではなかろ

うか。すなわち，r綾播」蟹能の強きにも程度があり，末尾綾括の場合は，r弱い」統

播嬢能の場合も考えられるのではないかということである。

　と：ころで，このようなことは，冒頭末尾綾播の文箪瀦の末尾の統播文に関してはどう

であろうか。「冒頭末尾A」のア型，「圏頭末尾B」のイ型の各鵜造再現図を見ると1，

末尾の④の文と②③のそれぞれの文との緒び付きの強さは，冒頭の①の文と②③のそれ

ぞれの文との緒ぴ付きの強さよりも，低い健になっている。すなわち宙冒頭末尾綾播の

場合も，末尾の綾播文はやや「弱く」統播することがあると考えることができよう。

　以上め指摘は，文童の冒顧に綾播文がある方が，その綾揺騒麓を強く発揮しやすいこ

とを示していると考えることができるのではなかろうか。逆に言えぱ，文童の末尾に統

播文があると、その綾播文は，言わぱ単なる付け足しとしてのまと1めの文と1解釈される

こともありうると言えよう。ここでは，このような文を，「弱い」綾播としたが，果して
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同じ「綾播」という名称を使周すべきか否かはさらに考えてみる必要がある。

　2．3．3。零記号綾播

　零記号統播の文童鰯とした「時閲A・B」「空閥A・B　jの構造再現図で，①から④の

4文が相互に同じ結び付きの強さでっながるア型は，4っの文章鰯に共遜して現れてい

る。これは綾播文が顕在しないために，逐っの文が同じ資樒で文童を構成しているため

と考えられる。この場合，仮に綾播文が顕在したとすれぱ，これらの4つの（被綾括）文

は，そ机ぞれ，その顕在した綾播文と直接強い繕び付きの強さでっながると予懇きれる。

　ところで，「踏聞A．B」のイ型は，①の文から頗次後麓する文と強い緒び僧きの強

さでっながる型であるが，このイ型となった被調査者の数は，ア型に比べ，やや少ない

ながらも冒「蒔聞A」『蒔閲B」の2っの支章鰯に共遜して現れてきている。これは，

どのように考えれぱよいのであろうか。

　塞ず，「時閥A．B」のような文章鰯の場合も，可寵牲として2遜りの構造として解

釈しうると考えてみることにする。一っは上記のア型，一っはイ型の各構造である。

　このイ型の場合，ア型と同じく「零記号綾揺」と考えられるが，4っの文が全く「同

じ賛絡」で文童を構成しているとは考えられない。すなわち，題材の面での頗序がrテ

クスト世界」での構遼に潔く関与してきており，その願序が緒び付きの強さの纏に反映

してきていると恩わ机る。では，このイ型の場合，仮に綾播文が顕在したとすれぽ，ど

うなるであろうか。これは難しい閲題であるが，4っの（被綾播）文が，その顕在した

綾播文とそれぞれ強い緒ぴ付きの強きでっながることはないであろうと予想される。

3。幾播文の位置と文童全鱗の豪とまり

　3．1。『裏と豪り調査」の方法

　本章では，1．で遼べた（B）の簡題すなわち文童中における統揺文の位置の違いと1

文童全体の叢と裏りの強さとの関連にっいて，調査繕果に基づいて考察していく。

　1．で既に述べたように，ここでの「文章全捧のまと＝豪り」の強さは薇調査者の判断

評定の緒果に墓づくものであるが，この強さの判鰯謡定に影饗する要因として，次の峻

つを想定してみる④
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　　a）文章中におげる綾播文の位置　　　b）文章の内容

　　c）文章全体の長さ　　　　　　　　　岨）文童中の各2文閥の緒ぴ付きの強さの穰度

そこで，ここでの「豪と1豪り調査」に用いる文童鰯は，c）の要因を除くために，4文構

成のほぼ同じ長さの文童鰯とし，さらに，a）b）の2要困がどのように関与するかを昆る

ために曾5っの異癒った文章構造く綾揺文の位置）と4っの異なった内容とを麹み合わ

せて，計20の文童鯛を用いた④豪た，直）の要因との関連を昆るために，同じ20の文章鯛

のそれぞれに対し，『結び付き調査」も餅植て行った。

　「叢と裏り譲査」の謁査手鰯は蓼菱ず，撞調査者1注91に特定の文章鯛を調奮周緩に記

して援示し官それぞれの文童鰯にっいてその「まと薮りの強さ』を7駿階の尺度の上に

評定してもらうというものである。この調査周紙の一部を《付録3》に鐵せておく。調

査分析に用いた文童鰯は，上逮の通り，5っの異なった文章構遺と4っの異なった内容

を組み合わ憧て作った合計20の文童鰯である靱文章構造の違いは綾揺文の位置の違いに

よる「竃頭畿播・末尾綾揺。中閥綾揺唱頭末尾綾播。零記号綾播」の5っであり，内容の

違いは「子僕の名繭の記述・嬢の鴛慧な楽器の記遼・世界中のいろいろなあいさっの記

述。自分の趨瞭の記遼」の4種の内容である④《付録4》にその一隷をあげておくが，

これは「嬢の得慧な楽器の記遠」の内容の5種の文章鰯である・

　得られた評定憧の分析は，綾播文の位置の蓬と内容の差との2要困の分敵分析を行い，

「裏と豪りの強き」の判鰯評定に、綾播文の位置の差の要因と内容の差の要因のどちら

が（強く）影饗するかを見た。

　叢た，この同じ20の文童鰯にっいての「緒ぴ付き調査』の手騒は，2。で逮べた手願

と岡じである。この譲査で鴛られた緒果の分析は，各文童鰯ごと1に。計6組の2文対の

評定憧の平均憧を求めて，『豪と薮り調査』の緒果と比較することにした。

　3．2。分析緒果一文章全俸の薮と＝薮りの強きの鞄騒の要因

　裏ず宝綾播文の位置の差の要因と＝肉容の差の要因との2要因の分敵分析の緒果は，次

頁の〈表1〉のようになった。この分析の緒果から，文童金体の薮と豪りの強さの判麟

評定には，少なくとも綾播文の位置の差の要因と内容の差の要因が共に効果を与えてい

ることが分かる㊥

　次に，綾揺文の位置劇に同じ位置の4種の文章鰯を一播した平均憧，叢た，内容鋼に

同じ内容の5種の文童鰯を一播した文章鰯の平均健を見ると，欲頁の〈表2〉のように
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なる。この〈表2〉から，綾播文

の位置の差の要因の方が，内容の

差の要園よりも，文章金体の裏と

裳りの強弱の縄麟により強く影醤

を与えていると1言えよう。嚢た，

綾播文の位置の差による叢と裳り

の強さの評定纏の大きさは，「冒

頭綾播＞末尾統掻＞冒頭末尾綾揺

＞零認号綾掻＞申閥綾播jの顧に

なるこおが分かる㊥綾播文が魏れ

ている場合の方が，叢ど薮りが強

いと判鰯される顧陶があると考え

られるがヨ中閥綾播の場合の数櫨

〈表1〉綾括文の位置の差と内容の差との分敵分桁

変動因　　　　SS 金f　　　闇S　　　　F

鏡播文の位置　　1蝸5．3　　毎

　　内容　　　　　35．1　　3

　交互作周　　　82，3　　12

　　残蓬　　　2033．5　1380

363．8　　　　2雀6．9巷

11．7　　　　7．9奪

　6．9　　　名．7豪

　1．5

1399　　　　　　　　革pくO．01

〈表2〉綾播文の位置，および内容の種類別の平均憾

平均健

　5．o

　臭．3

　1．9

　3．9

　3．5

平均箇

　3．7

　3．5

　3．8

　3．9

の低さにはやや間題が残ちう④これは，申閥綾括の文童鰯に閲題があったためではない

かとも考えられるが官今は保留しておく。

　藍たヨ虚）の文童中の各2文間の緒び付きの強きの樫度との関連を見るために，綾播文

の位置蜘は同じ位置の4種の文章鰯を一揺した苦文と文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈表3〉「緒ぴ付き謁藍」で
との叢と薮りの強きあ平均憧を示したものが芭〈表3〉　　の統描文の位置別の平均魑

である。この〈表3〉を見ると1，冒頭綾播の場合がやや

高い魑になっている点は，r塞と嚢り譲査」での繕果と

同じであるが里位置鰯の腰位は「裏と塞り調査」での緒

果と異なっており雪文童中の文と文との結び付きの強さ

の強弱が文童金俸の嚢と嚢りの強きに慶接反駿するとは

考えがたいと言えようΦ

綾揺文の位置　　平均憾

　冒頭綾播

　末尾綾播

　中間繊播

冒頭末尾綾播

零記号綾播

亀．0

3．5

3．7

3．7

3．3

堪。おわりに

　以上，本稿では，文章の「綾播」というものを「文閥相互の関係伽すの強き」という

健面に注冒した調査の繕果に基づいて検討してきた。ここで，囎らかになっ走ことを列
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挙すると次のようになる。

　　（1）続揺文と他の文（穣綾播文）とを『文と文との緒び付きの強さ」の点から比較す

　　ると，綾播文は特異な緒ぴ付きの強さを示しており，意瞭上形態上の特異憧に加え，

　　繕び付きの強きの点からも，被綾播文に対する幾揺文の擾位牲を支持できる㊥

　　（2）「文と文との緒び付きの強き」から得られる緒び付きから，意凍上の非纏条的な

　　構造，裳走，その結び付きの相対的な強さを捷溺することができる。

　　（3）文童の末尾に綾播文が置か机た場合，冒頭に置かれた場合に比べ，その綾播機寵

　　が弱豪る場合があることを指璃した・

　　（忍）文章金埣ρ叢と豪りの強さの判麟に蝉，少なくと＝も，綾揺文の位置の差の要因お

　　よぴ内容の差の要困が共に影響するが，綾播文の位置の差の要因の方がより強く影

　　響を与えているようである。

　　（5）綾播文の位置の違いによる文童全体の塞とまりの強さの頗序にっいて，

　　　　冒頭統揺〉末尾綾揺＞冒頭末屠綾播〉零記号綾播＞中聞綾揺

　　という緒果を得た。　（ただし，中閥綾播にっいては閻題が残る。）

　以上の緒果は，文童中の文關相互の関係付けの強さという観点が，文童の研究のため

の，一つの萄効な観点となりうることを示していると考えられる。しかし，本穣での考

察には，様々な閲題点も残っている。途中で麓れたように，『弱い」綾播と呼んだもの

をどのよう岳こ位置づけるか，あるいは，同じ「綾播」という概念で播ら机るものでも，

鰯えぱ，主題の鍵示に基づくものか，あるいは，文童展闘の粋付けに墓づくものか，さ

らには，踏閥・場面の設定に基づくものかなどを区鋤していく必要はないかなどであり，

これらは今後の課題とする。

付記…本稿の下書慧に目を通され，有益な翻勘言をくださった芳貿繭先生にお礼申し上

　　げ豪す。

【　注　】

1）　永野（1986）は，「…・阯綾播を担当するのは，文童におげる特定の段藩叢たは文もしく

　は語句である㊥」（聾．120）と述べている㊥
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2）　「構造」の分析は，一艦的に，「要素間相互の関係僧け・その関係付けの怪質・そ

　の関係付けの強さ」の分析と考えられる。

3）　伽B鰍u9醜耐建＆耐眈窪ss1帥（1981：198選）の用謡、

嬉）　この調査は2固に分けて行われた。昭和61年5月に筑波大学学群1年生（医科学専攻）

　計屡O名（内女子11名）を対象とし，この垂0名中，21名が帽頭か末尾息嶋閲か空間～の各

　文童鰯に対して，豪た，19名が帽頭か末尾E憎閥レ空閥思」の各文章鰯に対して，評定を

　行った。昭和61年10月に同じく筑渡大学学群2年生（基礎工学専攻）計62名（内女子選名）

　を対象と1し。この62名中，32名が「申閥か冒頭末尾風」の各文章鰯に対して，裏た，30名が

　「中閥か冒頭末尾脇」の各文童鯛に対して，評定を行った苗この調査では，上述の文章鰯以

　外の鰯にっいても譲査を行ったが，本稽では蝕れないので省鵡する田

5）　この図の作成手頗は，Lε蝸1t（197逗p．5？）の側伽脾耐塵nc聾虚ia駆鎚蹄に傲い，次のよ

　うに行なった、　i結び付きの強さの顧位が最も高い2文の鋤を選ぶ㊥　nその2文の

　対に舎まれる文同士が豪だ結ぽれていなけれぱ，その文同士を結ぶ。　m一っだけ頗

　位を低くし，その2文の対を選ぶ。　lV図が完成する豪でnと㎜を繰り返す画っまり，

　それぞれの文が他のすべての文と（直接鉤。闘接的に）っながる薮で繰り返す。（繕び

　付きの強きの同じ2文の対が、2っ以上ある場合で，どちらか1組の2文の対を優先して緒

　ぶこと1ができない時は，凍のようにした固もし，それらの2文の対の繕び付きの強さの願

　位が最も高けれぱ，それらの2文の対すべてを「実纏」で緒ぶ。豪た，もし，その頗位が最

　も高くない場合であれぱ，譲当する2文の対すべてを「点纏」で繕ぶ固）　なお，鰯造再環

　図の文間を緒ぶ線の横の数櫨は同一の型となった穣調査者の評定値の平均憧である㊥

6）　「強い緒び付きの強さ」「やや弱い結び付きの強さ」等の表観は構造再現図の文と文と

　を緒んだ擦の横に付した噸験者の評定植の平淘纏」に墓づいている田

？）結び付きの強さの値は，帽頭～の場合，②と＝③の文間が2．9，②と④の文聞が2．5，③

　と④の文閥が2．7。帽頭B」の場合は，頗に2．6，2．3，2．5である。豪た，これら3組の2文

　の緒ぴ付きの強さをすべて同じ健にした被調査者は，「冒頭亀・B」ともに？人ずっいた固

8）　「展關型」（「同格型」）の方が「累加型」に比べ繕ぴ付きの強さが強いという，ここでの

　指摘は。今の段階では，あくまでも，ここで用いた構造の文章鰯の場合にっいての言及

　であって，連接関係の類型にっいての一駿化は行っていない画

9）　この調査は，昭和63年2月に東京学芸大学学部34年生（国謡教育專攻）計70名（内女子

　5嬉名）を対象として行い，1っの文章鰯に対し，35名ずっの評定値を得た。

一37一



【　文　敵　】

馬場俊臣（1986＆）「文申の謡の相互関遵度に対する言謡的直観の発達」『計量国謡学15－

　5』155－167．

馬場俊臣（1蝸舳）「文童の構遂と酊文の相互関遵度』調査」駈表麗研究屡幻　1－10．

加圃鯛㎎r鋤伽，肌＆耐嬰．D鵬ss1鮒（1981）工肚m立u航玉㎝to脆鮒Li㎎沮stic§．

　（L㎝鯛鋤，L㎝血㎝）；溜上嘉彦惚訳（19艘）rテクスト言謡学入門』紀僻国屋書店

芳貿純（1蝸2）r言謡的直観の分析」置日本教育心理学会第2姻麓会発表議文築岨766一？

　67．

芳貿練（蝸脇未刊）「言謡的直観を溺る」稀四郎騒肝慮周言謡学講塵第遺巻埋鯛治書院

市川孝（1帥蝪）『国謡教育のための文章議綴謹』教育出腰

L竃暫婁1t，糧．J．潔．（1969）　ざ虹竈　　Sc勧1i㎜墨　　of　　S夢剛t＆ctio　　Re1壷t毫虚醐竃ss　；　盈　魔露闘　畷竈t虹o唖　i蘭

　Ps跳hO1i㎜馳ishc胎鯛逸r眺垣P瑚眺⑪㎜騒icSci竃n6§1？宣3肌一352．

L窪暫§1t，蘭．J．蟻．（1970）　座　S奮a1iΩ墨一風夢ゆr⑪鼠c㎞　to　th竃　S充u吐汐　0董　S望蘭t轟6tic　R慶1藪ti0恥s，　i剛

　町o醜sポ鮎c餉s，6．R．帥a溺．J。観．L§囎｝t（軸s．）鮎蝸㎜c跳i㎜Ps夢眺o1i㎎㎜isむcs。

　（腕r桃一舳n鋼虚P汕1i曲i㎎Co．）109－121．

し窒鵯1t，壌．J。蟻．（197亀）胸r醜1服鋼麗胴i駝しi㎎㎜i就並s鋤吐P鍬砒①h㎎耐stics

　蛆（砒㊧脆9鵬：肋耐o馴）
永野賢（19雛）『文章議麓説蟹靭倉書店

永野・賢。市川孝（1979）『言謡事項周謡辞典蜴教育出騒

佐久闘まゆみ（1987）H文段2認定の一墓準（I）一擾題表魏の綾揺一」『文襲言謡翻究

　言謡篇週（筑渡大学文芸。言語学系）89－135．

《付録1　「緒ぴ付警調査」周綴の一鰯澄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢　　　　　　昨

麟雛嚢撚簑二套：／。、、、垂、、

一38一



《俺録2　r繕ぴ付警調査、」は周いた文童鰯の一部澄
　　　　　　　　　　。注：（）内は，各文童鰯の略称、①～④は文番号曲

㊧麗灘塚跳の子がいる軸②長男は洋一という個③搬は泰二という。④三男は芳

夫という画
㊧末尾綾播（末尾風）
　①長女はピアノです倒②欽女はバイオリンです、③三女はフルートです画④これらは，私
の三人の嬢の鴛意なものです曲
㊧中閥綾揺（中閲烹）

　①長女は撹子と言い豪す㊥②孜女は文子と言い豪す画③今，言っているのは，私の子供の
名繭です田④三女は正子と書い裏す、
轡冒頭末尾綾播（冒頭末尾獲）
　①次の二点を守って下さい、②ここでは，飲食をしないで下さい、③ここでは，大声を出
さないで下さい個④この二点を守って下さい④
㊧零記号綾播憎閥的團列方式（時閥圃）
　①19幽年のオリンピックはロサンゼルスであった個②1980年のオリンピックはモスクワ
であった。③1帥6年のオリンピックはモントリオールであった面④19η年のオリンピック
はミュンヘンであった田
鶴零記号綾播・空閥的配列方式（空閥E）
　①火星の公転周期は絢1．9年だ曲②土星の公転周簸は鉤29．5年だ田③天王星の公転周鰯
は約幽年だ、④海王星の公転燭鰯は絢ユ鮎年だ、

《付録3　「襲と裏り調査」用紙の一翻》

中

　　　　　　　《付録峻　「豪と藻り調蜜」量こ周い淀文童鰯の一部澄
㊧冒頭統揺
　私の嬢たちの得意な楽器です。長女はピアノです纐次女はバイオリンです。三女はフ
ルートです。
㊧末尾統播
　長女はピアノです。孜女はバイオリンです、三女はフルートです軸これらは，私の嬢
たちの得意な楽器です⑰
㊧中閥綾播
　長女はピアノです。次女はバイオリンです。私の嬢たちの得意な楽器です。三女はフ
ルートです。
轡冒頭末尾綾播
私鵠雛熊鱗嚢欝砕長女はピアノで九次女はバイオリンです苗こ洲ま・

㊧零記号綾播
　長女はピアノが得意です。次女はバイオリンが得意です、三女はフルートが得意です・
四女はハープが得意です。
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